３　埴製円筒棺（主体３号）
埴製円筒棺　　　　　　埴製円筒棺から出たものはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),鏡)1面で、径１１.５センチの内行花文鏡で、花を６つもつものであ
内行花文鏡　　　　　り、内区には花文にかこまれた星形の部分が荒いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たなこ),魚子)地になっている。この鏡も布切で包んで副
　　　　　　　　　　葬されたものとみえ、鏡肉の１部にさびついた布目がのこっていた。またEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とうす),刀子)も重ねて納められ
　　　　　　　　　　ていたとみえ鏡面に青いさびの線痕がさびついていた。鏡面に相当のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そ),反)りをもったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほう),仿)製鏡である。

